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平成 18 年 12 月末現在の
人口の動き

●人口 13,880 人 （前月比 －  21 人）
 （前年比 ＋  24 人）

男 6,948 人 （－ 22 人）
女 6,932 人 （＋  1 人） ●世帯数 3,928 世帯  前月比（－12世帯）

広報広報
せいろう 2007せいろう 2007

ふるさと聖籠でふるさと聖籠で
　　　野球教室開催　　　野球教室開催

読売ジャイアンツ
　加藤　健 選手（蓮野出身）

・関連記事2～3ページ
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ジ
ボ
ー
ル
に
当
選
番
号
の
付
い
た
も
の
を
獲
得

し
た
方
が
加
藤
選
手
か
ら
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
た

り
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

１
試
合
１
試
合
が
勝
負
で
あ
る
プ
ロ
野
球
の

厳
し
い
世
界
で
戦
っ
て
い
る
加
藤
選
手
に
指
導

を
受
け
た
野
球
少
年
た
ち
、
加
藤
選
手
か
ら
得

た
も
の
は
野
球
の
技
術
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で

す
。
こ
の
日
得
た
も
の
を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
野
球
教
室

　

12
月
29
日
（
金
）、
町
民
会
館
で
プ
ロ
野
球

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
加
藤
健
選
手
（
蓮
野
出

身
）
を
招
き
町
内
少
年
野
球
チ
ー
ム
な
ど
に
所

属
す
る
小
学
生
を
対
象
に
し
た
野
球
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
加
藤
選
手
が
プ
ロ
入
り
後
、

地
元
野
球
連
盟
が
中
心
と
な
り
発
足
し
た
「
加

藤
健
選
手
を
応
援
す
る
会
」
が
、
地
元
の
野
球

少
年
に
プ
ロ
の
技
術
と
野
球
に
取
り
組
む
意
識

を
伝
授
し
て
も
ら
い
野
球
の
底
辺
拡
大
に
な
れ

ば
と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

教
室
に
は
、
町
内
５
チ
ー
ム
、
町
外
１
チ
ー

ム
か
ら
約
80
人
が
参
加
。
加
藤
選
手
が
、
野
球

少
年
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
あ
と
一
緒
に
ラ

ン
ニ
ン
グ
と
体
操
で
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を

行
い
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
。
加
藤
選
手
は
参

加
者
一
人
ひ
と
り
に
「
投
げ
方
」「
捕
り
方
」

の
基
本
を
丁
寧
に
指
導
。
何
人
か
の
子
ど
も
へ

も
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
を
行
い
「
し
っ
か
り

目
標
を
定
め
て
」「
体
全
体
を
使
っ
て
」
な
ど

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
指
導
者
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
参

加
し
て
抽
選
会
。
加
藤
選
手
が
打
っ
た
ス
ポ
ン

加
藤
健
選
手野

球
教
室
＆
交
流
会

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

バッティング指導 キャッチボール指導

キャッチボール指導抽選会でスポンジボールを打つ

加藤　健
けん

 選手
読売ジャイアンツ（捕手）
背番号56
生年月日1981年３月23日
聖籠町蓮野出身

■ 野球少年へのメッセージ
　自分は全国の人が集まる東京でがんばっています。
全国から集まって来る人は何事にも欲をもっていま
す。皆さんも欲をもって何事にも取り組んでください。
　勉強やスポーツで解らないことがあれば何でも積極
的に聞いて、ためになることはどんどん取り入れてく
ださい。自分もがんばって聖籠町の名前を全国区にし
たいと思っています。
　皆さんを応援していますので、一人でも多く将来も
野球を続けて、甲子園や社会人野球で活躍してくれる
ことを願っています。

■ ファンの皆様へ
　昨年は、８年目で初めて１軍でヒットを打つことが
できいい年でしたが、まだスタートしたばかりだと
思っています。
　１軍と２軍ではプレッシャーが違います。今年の経
験を活かして、来シーズンは９年目となりますが、開
幕１軍に残れるようがんばります。
　阿部捕手のもとで自分も成長していると思っていま
すが、すぐ結果が出るものではありません。阿部捕手
と違う面を伸ばして行きたいと思っています。
　プロは１試合１試合が勝負。９～10年目の選手は
１軍に残れないとリストラされる厳しい世界です。
　テレビ放送のときに出られるようにがんばりますの
で応援をよろしくお願いします。（12月29日）

■ 球歴
・少年野球蓮野ニューパワーズ
・聖籠中学校野球部
・新発田農業高校野球部
１年夏から強肩捕手としてレギュラーに定着、主軸
を打ち高校通算打率は４割をマーク。
98年春・夏連続甲子園出場を果たすが、いずれも
初戦敗退
・ 99年ドラフト３位でジャイアンツへ入団、同年の
１位は上原投手、２位はニ岡内野手で現在投打の主
軸として活躍
・ 入団以来、度重なるケガを克服し、昨シーズン中盤
から一軍に定着、打席数は少なかったものの２割９
分４厘と高打率を残す。

野球 野球少年にインタビュー
　野球教室に参加した町の野球少年に将来の夢な
どをインタビューしました。①チーム名②ポジ
ション③加藤選手へのメッセージ④今年がんばり
たいこと⑤将来の夢

①シルバーファイターズ
②ショート
③ 来年は巨人の優勝に貢献して
ください。

④打撃で活躍したい
⑤プロ野球選手（巨人）

本田 優
ゆう

介
すけ

 君
亀代小学校５年

①山小ストロング
②キャッチャー
③ ２軍で頑張って、１軍に上
がって活躍してください。

④ ノーバウンドで２塁に投げて、
盗塁を５回以上さしたい。

⑤ プロ野球選手（メジャーリー
グ）

長谷川 竜
りょう

馬
ま

 君
山倉小学校５年

①はまなす野球クラブ
②ピッチャー
③ 頑張ってください。色々教え
てもらって、自分の為になっ
て良かったです。

④ 自分が投げて、大会で優勝し
たい。

⑤プロ野球選手（巨人）
高橋 慶

けい

多
た

 君
亀代小学校５年

①蓮野スポーツ少年団
②ピッチャー・ファースト
③ １軍へ行けるように、阿部選
手のように頑張ってくださ
い。いい勉強になりました。
ありがとうございました。

④ もっと練習して、球威を増し
たい。

⑤プロ野球選手（巨人）
武田 涼

りょう

太
た

 君
蓮野小学校５年

①アジローズ
②サード・ピッチャー
③ 色々なことを頑張って活躍し
てください。加藤健選手に会
えてうれしかったです。

④ 練習して、守備とコントロー
ルを良くしたい。

⑤プロ野球選手
森田 健

け

生
ん

人
と

 君
亀代小学校３年

●
交
流
会

　

同
日
、
午
後
６
時
か
ら
ホ
テ
ル
ざ
ぶ
〜
ん
館

に
お
い
て
、「
加
藤
健
選
手
を
応
援
す
る
会
」

の
会
員
と
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
約
60
名
が
参
加
し

て
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
加
藤
健
選
手
か
ら
提
供
さ
れ

た
バ
ッ
ト
や
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
の
抽
選
会
が
行
わ

れ
見
事
当
た
っ
た
方
は
大
喜
び
。
そ
の
後
、
質

問
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
賑
や
か
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

応
援
す
る
会
の
会
長
で
あ
る
渡
邊
町
長
は
、

「
来
シ
ー
ズ
ン
は
一
軍
で
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し

い
」
と
活
躍
の
期
待
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
。
加

藤
選
手
か
ら
は
「
来
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
は
一
軍

に
残
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

聖
籠
町
か
ら
初
め
て
の
プ
ロ
野
球
選
手
で
あ

る
加
藤
選
手
。
地
元
の
フ
ァ
ン
は
い
つ
で
も
応

援
し
て
い
ま
す
の
で
一
軍
定
着
そ
し
て
レ
ギ
ュ

ラ
ー
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

交流会での抽選会
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税
の
申
告
は

お
早
め
に

●
所
得
税
確
定
申
告

●
住
民
税
申
告　
　

の
ご
案
内

●
消
費
税
申
告

　

本
年
の
確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告
期
間
は
、
２
月
16
日

㈮
か
ら
３
月
15
日
㈭
（
消
費
税
申
告
は
、
税
務
署
に
て
４
月

２
日
）
ま
で
、
聖
籠
町
役
場
・
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
（
新
発
田
税
務
署
の
申
告
会
場
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方
は
、
期
間
内
に
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
（
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
の
済
ん

だ
方
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
に
よ
り
所
得
税
を
納
め
て

い
る
方
で
、
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
等
に

よ
り
税
金
の
還
付
を
受
け
た
い
方
も
、
同
様
に
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

贈
与
税
の
申
告
は
2
月
1
日
㈭
か
ら
税
務
署
の
申
告
会
場
で
受

け
付
け
ま
す
。

※ 

申
告
相
談
は
税
務
署
、
町
役
場
で
行
い
ま
す
が
、
各
税
理
士
事

務
所
（
有
料
）
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
新
発
田
税
務
署

及
び
町
役
場
で
は
、
土
曜
、
日
曜
日
に
申
告
相
談
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申告書は、自分で
書いてお早めに

　申告に際し、収入･支出の各項目

の合計額は、各自で計算して記入く

ださい。（医療費、収支計算内訳書、

社会保険料など）

聖籠町役場での申告は、
３階第３会議室です。

受付時間は、
　　午前８時３０分～１２時００分
　　午後１時～５時００分

　町役場申告会場での混雑等を緩和するために、集落毎の日程を下
記のとおり設定しました。
　なお、この日程で都合のつかない方は、申告期間中いつでも申告
ができますので必ず期間内に申告してください。

月・日・曜日 時間 対　象　集　落
２月16日㈮ 午前・午後 全集落農業所得青色・収支計算申告者
２月19日㈪ 午前・午後 同　上

２月20日㈫
午前 四ツ屋・道賀新田・上大谷内
午後 真　野

２月21日㈬
午前 丸　潟・桃　山
午後 山倉・苔沼・中の橋

２月22日㈭
午前 本諏訪山・山諏訪山
午後 本大夫・山大夫

２月23日㈮
午前 山大夫・本三賀・山三賀
午後 尾沢ヶ丘・外畑・稲の平・ひばりが丘

２月26日㈪
午前

二本松・聖中ヶ丘
午後

２月27日㈫
午前 二本松・聖中ヶ丘
午後 杉谷内・八幡・東山・旭ヶ丘

２月28日㈬
午前 杉谷内・八幡・東山・旭ヶ丘
午後 蓮　野

３月１日㈭
午前

正　庵・藤　寄　
午後

３月２日㈮
午前 藤寄・大夫興野
午後 甚兵衛橋・別條

３月５日㈪
午前

蓮　潟
午後

３月６日㈫
午前

蓮　潟・蓮潟新田
午後

３月７日㈬
午前

網代浜
午後

３月８日㈭
午前

網代浜・亀　塚
午後

３月９日㈮
午前

亀　塚
午後

３月12日㈪
午前

次　第　浜
午後

３月13日㈫
午前

次　第　浜
午後

３月14日㈬
　～15日㈭ 午前・午後 上記に申告できない方

●
申
告
・
相
談
受
付
は

●
申
告
・
相
談
受
付
は

　

2
月
16
日 
㈮
〜
3
月
15
日
㈭

確定申告に関する
お問い合わせは

●新発田税務署
　☎２２－３１６１（代表）

　☎２２－３１６２（所得税）

　☎２２－３１６４（資産税）

　☎２２－３１７０（法人税）

 

●聖籠町税務財政課
　☎２７－１９５６（直通）

税務署の申告会場は
新発田市カルチャー
センターです

 

　次の方は、税務署で申告してくだ

さい。

　・自営業者（農業を除く）

　・ 株式等の譲渡所得や先物取引に

係る雑所得のある方

　・ 住宅借入金等特別控除（初年度）

を受ける方

 

●受付時間：
　午前９時～午後３時30分

　（正午～午後１時までを除く）
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聖
籠
町
国
保
診
療
所　

所
長　

丸
山
貴
広

　

寒
さ
厳
し
い
折
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

　

さ
て
、
今
年
の
4
月
か
ら

県
立
新
発
田
病
院
で
研
修
中

の
医
師
が
診
療
所
へ
地
域
医

療
の
研
修
に
来
ま
す
。今
回
は
、

な
ぜ
若
い
先
生
が
聖
籠
町
の

診
療
所
へ
来
る
の
か
、
診
療

所
で
研
修
を
行
う
と
住
民
の

皆
さ
ん
に
ど
ん
な
い
い
こ
と

が
あ
る
の
か
を
お
話
し
ま
す
。

〈
臨
床
研
修
っ
て
何
？
〉

　

皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て
い
る
医
療

は
、
臓
器
別
、
専
門
別
に
細
分
化
さ

れ
目
覚
し
い
発
展
を
続
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
医
療
が
細
分
化
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
専
門
外
の

病
気
に
は
対
応
し
な
い
医
師
の
姿
勢

や
、
研
修
医
の
過
労
死
が
社
会
問
題

と
な
り
、
平
成
16
年
度
よ
り
厚
生
労

働
省
が
臨
床
研
修
を
義
務
付
け
ま
し

た
。
新
た
に
国
家
試
験
に
合
格
し
た

医
師
は
、
卒
後
2
年
間
内
科
、
外
科
、

小
児
科
、
産
婦
人
科
な
ど
各
科
で
研

修
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
研
修
の
中
に
は
、
地
域
医

療
を
研
修
す
る
期
間
も
あ
り
ま
す
。

〈
ど
ん
な
先
生
が
来
る
の
？
〉

　

県
立
新
発
田
病
院
で
研
修
中
の
卒

後
2
年
目
の
医
師
が
来
ま
す
。
地
域

医
療
研
修
は
、
新
発
田
保
健
所
や
県

立
坂
町
病
院
で
も
行
わ
れ
ま
す
。
聖

籠
町
国
保
診
療
所
で
の
研
修
は
、
医

師
1
人
に
つ
き
2
週
間
行
わ
れ
ま
す
。

〈 

な
ぜ
診
療
所
で
研
修
を
す
る

の
？
〉

　

診
療
所
で
で
き
る
検
査･

治
療
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
往
診

や
予
防
活
動
、
行
政
と
の
か
か
わ
り

な
ど
町
の
診
療
所
特
有
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
診
療
所
特
有
の
活
動

を
知
る
こ
と
が
研
修
の
中
心
に
な
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
往
診
で
は
、
患
者
さ
ん

が
病
院
か
ら
退
院
さ
れ
て
自
宅
で
ど

の
よ
う
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
か

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
時
に
家

族
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
介
護
す
る

家
族
の
立
場
も
勉
強
で
き
ま
す
。
町

の
保
健
、
医
療
、
福
祉
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
は
、
診
療
所
、
保
健
、
福

祉
、
行
政
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
が
必
要
と
す
る

こ
と
に
応
え
な
が
ら
、
そ
の
町
独
自

の
医
療
・
予
防
活
動
を
行
う
こ
と
が

地
域
医
療
の
面
白
さ
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
を
若
い
医
師
に
分
か
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？
〉

　

基
本
的
に
診
察
、
往
診
・
予
防
接

種
な
ど
を
丸
山
と
一
緒
に
行
い
ま

す
。
診
察
は
、
丸
山
と
前
後
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

〈 

診
療
所
を
利
用
す
る
方
、
町

の
皆
さ
ん
に
い
い
こ
と
は
あ

る
の
？
〉

　

あ
り
ま
す
！
顔
見
知
り
の
医
師
が

増
え
る
（
新
発
田
病
院
や
他
の
病
院

で
会
え
れ
ば
、
ホ
ッ
と
し
ま
す
ね
）、

自
分
の
思
う
医
師
像
を
若
い
医
師
に

話
す
こ
と
が
で
き
る
（
医
師
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
）、
私
も
含
め
診

療
所
の
職
員
の
刺
激
に
な
る
（
新
し

い
知
識
が
入
る
）
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
聖
籠
町
を
好
き
に
な
っ
て
も

ら
え
れ
ば
、
町
で
研
修
し
た
医
師
の

中
か
ら
何
十
年
後
か
に
診
療
所
に
来

る
医
師
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

〈 
ど
ん
な
ふ
う
に
接
し
た
ら
い

い
の
？
〉

　

基
本
的
に
は
、
普
通
に
接
し
て
構

い
ま
せ
ん
。
更
に
皆
さ
ん
が
日
頃
医

師
に
言
い
に
く
い
こ
と
や
、
こ
ん
な

医
師
が
い
て
く
れ
る
と
い
い
な
あ
と

い
う
こ
と
を
若
い
医
師
に
話
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
一
言
一
言
が
患

者
さ
ん
の
思
い
の
分
か
る
す
ば
ら
し

い
医
師
に
育
て
て
く
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
、身
だ
し
な
み
、

言
葉
使
い
な
ど
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

丸
山
と
比
較
し
て
み
る
と
面
白
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
も
、
い
つ
も
の

よ
う
に
？
緊
張
し
て
日
々
の
診
療
を

行
い
ま
す
。

　

研
修
中
、
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
遠

慮
な
く
私
や
看
護
師
、
事
務
員
に
ご

意
見
く
だ
さ
い
。

　

医
師
の
卒
後
初
期
研
修
に
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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若い医師をみんなで育てていきましょう！
―４月から研修医の先生が診療所へ研修に来ます―

　

駒
田
前
助
役
の
任
期
満
了
に
伴
う
退
任
に

よ
り
、
二
宮
氏
（
前
収
入
役
）
が
12
月
に
開

催
さ
れ
た
、
町
議
会
定
例
会
で
議
会
の
同
意

を
得
て
１
月
２
日
助
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

駒
田
前
助
役
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成

７
年
１
月
か
ら
３
期
12
年
間
の
永
き
に
わ
た

り
町
長
の
右
腕
と
し
て
町
政
発
展
の
た
め
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
４

月
か
ら
助
役
職
は
副
町
長
へ
職
名
が
変
更
さ

れ
、
特
別
職
の
収
入
役
制
度
は
廃
止
と
な
り

一
般
職
が
会
計
管
理
者
と
し
て
収
入
役
の
業

務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り

　

駒
田
前
助
役
の
任
期
満
了
に
伴
う
退
任
の

あ
と
を
受
け
、
こ
の
た
び
収
入
役
か
ら
助
役

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
渡
邊

町
長
を
補
佐
し
、
町
の
発
展
の
た
め
精
一
杯

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
聖
籠
町
は
新
潟
市
と

新
発
田
市
の
両
市
に
囲
ま
れ
、
合
併
を
し
な

い
小
さ
な
町
と
し
て
歩
ん
で
お
り
ま
す
が
、

幸
い
に
し
て
町
の
財
政
も
健
全
か
つ
安
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
早
い
な

か
に
あ
っ
て
油
断
は
禁
物
で
す
。
町
が
取
り

組
む
べ
き
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、
若

者
か
ら
お
年
寄
り
に
い
た
る
ま
で
町
民
の
皆

さ
ん
が
よ
り
明
る
く
活
気
が
み
な
ぎ
る
町
に

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
よ
く
考
え

な
が
ら
仕
事
に
ま
い
進
い
た
し
ま
す
。

町
助
役
に

二
宮
氏
就
任
（
前
収
入
役
）

在任中の功績をたたえ町から駒田前助役へ
表彰状を授与

助役
二宮　正光

　

新
潟
県
と
県
環
境
保
全
型
農
業
推
進
協
議

会
が
主
催
す
る
『
第
十
回
環
境
保
全
型
農
業

推
進
コ
ン
ク
ー
ル
』
で
、
環
境
に
や
さ
し
い

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
と
し
て
、
聖

籠
町
観
光
ぶ
ど
う
園
協
議
会
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

聖
籠
町
観
光
ぶ
ど
う
園
協
議
会
で
は
、
剪

定
枝
を
堆
肥
に
利
用
し
た
り
、
農
薬
や
化
学

肥
料
の
使
用
を
抑
え
た
り
、
除
草
剤
を
使
用

し
な
い
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
実

践
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
構
成
す
る
農
家

全
員
が
エ

※

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
同
会
で
は
ぶ
ど
う
の
摘
み
取
り
体

験
な
ど
を
通
じ
て
消
費
者
と
の
交
流
も
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※ 

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、「
土
づ
く
り
」、「
化
学
肥
料
低
減
」、

「
化
学
農
薬
低
減
」
を
一
体
的
に
取
り
組
む
計
画
書
を
新
潟

県
に
申
請
し
、
認
定
さ
れ
た
農
業
者
を
指
し
ま
す
。

町
観
光
ぶ
ど
う
園
協
議
会

環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
を
受
賞

安
全
・
安
心
な
ぶ
ど
う
を
作
っ
て
い
ま
す
！

坂上誠一 会長

　

昨
年
12
月
の
町
議
会
定
例
会
で
12
月
19
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
の
渡
辺
孝
温
氏
の
後
任
と
し
て
、

新
た
に
、小
林
政
榮
氏
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
政
榮
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
団
体
職
員

と
し
て
の
経
験
を
有
し
、
委
員
と
し
て
知
識

及
び
人
格
と
も
優
れ
て
お
ら
れ
、
今
後
の
活

躍
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
18
年
12
月
20
日
〜
平

成
21
年
12
月
19
日
ま
で
の
3
年
で
す
。

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

小
林
政
榮
氏

小林 政榮 氏
（大夫興野）
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＊＊平成17年度＊＊

環境にやさしいまちづくりのための
施策の一部

□ ごみ削減のため、生ごみ堆肥化にむけてモデル
地区回収の実施（生活環境課）

□ 海水浴場のトイレの照明の節電、水道の節水の
徹底（産業観光課）

□ 聖籠中学校の地域交流棟を環境学習の拠点とし
て、啓発を行う（学校教育課）

□ 各年齢で目標を決め、ごみの分別ができるよう
にする（こども園）

□ 施設敷地内の剪定枝をチップ化し、リサイクル
を図る（社会教育課）

□ 環境コーナーを充実させて、環境教育及び環境
意識の高揚を図る（図書館）

【温室効果ガスと燃料、電気等使用量の比較】

項　　　　　目 単　位
基準年 平成17年度実績

平成12年度 平成17年度
12年度対比 16年度対比

増減量 増減割合 増減量 増減割合
温室効果ガス排出量 t-CO2/年 2,167.0 2,216.0 49.0 2.3％ 95.0 4.5％

温室効果ガスの排
出抑制に直接的に
寄与する項目

灯油使用量 Ｌ 30,719.0 26,244.0 ▲ 4,475.0 ▲ 14.6％ 2,647.0 11.2％
Ａ重油使用量 Ｌ 2,000.0 0.0 ▲ 2,000.0 ▲ 100.0％ 0.0 0.0％
ＬＰガス使用量 ㎥ 294.0 148.0 ▲ 146.0 ▲ 49.7％ ▲ 76.0 ▲ 33.9％
都市ガス使用量 ㎥ 366,427.0 386,297.0 19,870.0 5.4％ 22,595.0 6.2％
ガソリン使用量 Ｌ 20,258.3 23,652.9 3,394.6 16.8％ 1,514.4 6.8％
軽油使用量 Ｌ 29,991.7 28,032.7 ▲ 1,959.0 ▲ 6.5％ 2,895.0 11.5％
電気使用量 kWh 3,263,585.0 3,323,948.0 60,363.0 1.8％ 79,988.0 2.5％

　

町
で
は
将
来
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
、
大
学
か
ら
各
種
専
修
学
校
ま
で
の
幅
広
い

学
生
を
対
象
に
予
算
の
範
囲
内
で
育
英
資
金
の

貸
与
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
も
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○ 

貸
与
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

　
（
次
の
全
事
項
に
該
当
す
る
者
）

・
聖
籠
町
に
２
年
以
上
住
所
の
あ
る
者
の
子
弟

・ 

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種

専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
入
学
生
及
び
在
学

生
・ 

修
学
に
充
分
た
え
得
る
者
で
、
成
業
可
能
と

思
わ
れ
る
者

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
者

・ 

聖
籠
町
育
英
資
金
の
貸
与
を
一
度
も
受
け
て

い
な
い
者

・ 

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
旧
日

本
育
英
会
）、
地
方
公
共
団
体
等
の
他
の
奨

学
金
を
受
け
て
い
な
い
者

・ 

両
親
又
は
後
見
人
の
所
得
が
７
８
０
万
円
未

満
で
、
町
で
定
め
た
所
得
基
準
（
世
帯
人
数

に
よ
り
異
な
る
）
以
下
で
あ
る
こ
と

※
大
学
・
短
期
大
学
と
は
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
の
学
部
・
学
科
（
課
程
）、
短
期
大
学

を
い
い
、
国
・
公
・
私
立
及
び
昼
・
夜
間
の
別

は
問
わ
な
い
。
た
だ
し
、
通
信
教
育
部
・
別
科
、

大
学
の
付
属
施
設
（
例
え
ば
看
護
学
校
等
）、

放
送
大
学
、
自
治
医
科
大
学
、
産
業
医
科
大
学
、

防
衛
大
学
等
は
対
象
に
し
な
い
。
ま
た
、
専
修

学
校
は
学
校
法
人
で
あ
り
、
2
年
以
上
の
修
学

年
で
あ
る
こ
と
。

○
貸
与
期
間

　

貸
与
決
定
の
月
か
ら
卒
業
ま
で
の
最
短
年
度

ま
で

○
申
込
手
続

　

２
月
16
日
（
金
）
〜
３
月
26
日
（
月
）
ま
で

に
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
貸
与

決
定
は
到
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
育
英
生
願
書　

・
在
学
証
明
書
（
入
学
後
）

・
推
薦
調
書（
新
入
生
は
卒
業
学
校
長
の
推
薦
）

・
収
入
等
に
関
す
る
書
類（
両
親
又
は
後
見
人
）

　

給
与
所
得
者

： 
平
成
18
年
分
の
源
泉
徴
収
票

の
写
し

　

事　

業　

者

： 
平
成
18
年
分
の
確
定
申
告
書

の
写
し

　

年
金
受
給
者

： 
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
支
払

通
知
書
等
の
写
し

※ 

兼
業
農
家
等
で
給
与
収
入
と
事
業
収
入
の
あ

る
場
合
は
、
両
方
提
出
す
る
こ
と
。

・
住
民
票
謄
本
（
家
族
全
員
分
）

・
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書（
２
人
分
）

　

連
帯
保
証
人
が
２
人
必
要
で
す
。
１
人
は
両

親
の
う
ち
ど
ち
ら
か
、
も
う
１
人
は
連
帯
保
証

人
と
別
世
帯
の
成
人
の
方
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
在
学
証
明
書
は
、
入
学
後
学
校
か
ら

発
行
し
て
も
ら
い
、
４
月
20
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
書
類
は
学
校
教
育
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

○
育
英
生
の
決
定

　

教
育
委
員
会
が
選
考
決
定
し
４
月
末
ま
で
に

可
否
の
決
定
を
通
知
し
ま
す
。

○
育
英
資
金
の
貸
与

　

育
英
資
金
は
、
年
３
回
（
４
月
、
９
月
、
１

月
）本
人
名
義
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

○
育
英
資
金
の
休
止
と
廃
止

　

育
英
生
が
休
学
、
ま
た
は
長
期
欠
席
等
の
と

き
は
、
育
英
資
金
の
貸
与
を
休
止
し
ま
す
。
ま

た
、
育
英
生
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
場
合

等
は
、
育
英
資
金
の
貸
与
を
廃
止
し
ま
す
。

○
貸
与
期
間
中
の
届
出
に
つ
い
て

　

現
在
、貸
与
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
学
年
４
月
15
日
ま
で
に
、
在
学
す
る
学
校
の

「
在
学
証
明
書
」
を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
卒
業
し
た
と
き
や
在
学
中
に
本
人
又

は
連
帯
保
証
人
の
住
所
、
身
元
等
に
移
動
が
生

じ
た
と
き
、
ま
た
休
学
、
退
学
等
の
場
合
は
速

や
か
に
学
校
教
育
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

○
育
英
資
金
の
返
還

　

育
英
資
金
の
返
還
に
は
利
息
が
つ
き
ま
せ

ん
。
貸
与
期
間
終
了
後
１
年
を
経
過
し
た
後
、

10
年
以
内
に
年
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
繰
上
げ
返
還
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

返
還
を
開
始
す
る
前
に
、
返
還
方
法
を
明
記

し
た
「
返
還
明
細
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
返
還
の
猶
予
・
免
除

　

育
英
生
が
、進
学
や
病
気
等
の
理
由
に
よ
り
、

教
育
委
員
会
が
返
還
を
困
難
と
認
め
た
場
合
は
、

育
英
資
金
の
返
還
を
猶
予
し
ま
す
。

　

ま
た
、
育
英
生
が
死
亡
又
は
心
身
障
害
等
の

た
め
に
返
還
が
困
難
で
あ
り
、
返
還
が
不
能
で

あ
る
と
教
育
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
返
還
の

全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

聖籠町育英資金貸与制度
育英資金の月額

◆自宅からの通学 ◆自宅外からの通学
　　大　　学 　　大　　学
　　短期大学　　　　　30,000円（以内） 　　短期大学　　　　　50,000円（以内）　　高等専門学校 　　高等専門学校
　　各種専修学校 　　各種専修学校

　この育英資金月額と他に申し出のある方には、入学年度に限り一時金として大学は50万円、短期大学・高等専門学校・
各種専修学校は30万円を限度として貸与します。
※ 現在、教育委員会では貸与条件の見直しを３月中旬までに行う予定です。なお、不明な点については、学校
教育課までお問い合わせください。

お問い合わせ　町教育委員会 学校教育課　☎２７－２１１１（内線３０２・３０３）  

平成12年度
2,167t-CO2/年

目標：６％削減
平成19年度
2,037t-CO2/年

　

聖
籠
町
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
平
成
16
年
１
月
に
国
際
環
境
規
格
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

認
証
を
取
得
し
て
か
ら
３
年
目
の
今
年
度
、
11

月
に
外
部
の
審
査
機
関
に
よ
っ
て
更
新
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
〜
15
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
役

場
庁
舎
、
町
民
会
館
を
は
じ
め
と
す
る
34
箇
所

の
管
理
部
署
、
施
設
を
審
査
員
が
確
認
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
聖
籠
町
は
、
適
切
か
つ
継
続

的
に
環
境
改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
登

録
継
続
と
な
り
ま
し
た
。

　

更
新
日
は
平
成
19
年
１
月
27
日
。聖
籠
町
は
、

こ
れ
か
ら
も
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

〜 

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」の

登
録
更
新
〜

　

聖
籠
町
（
環
境
率
先
・
地
球
温
暖
化
対
策
）

実
行
計
画
に
基
づ
い
て
、
町
で
は
、
自
ら
実
施

す
る
す
べ
て
の
事
務
事
業
か
ら
発
生
す
る
環
境

負
荷
の
低
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
計
画
で

は
、
平
成
12
年
度
を
基
準
年
度
と
し
、
12
年
度

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
対
し
、
平
成
19
年

度
ま
で
に
６
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、

12
年
度
と
比
較
し
て
、
２
・
３
％
増
。
こ
れ
は
、

平
成
12
年
度
に
は
な
か
っ
た
循
環
バ
ス
事
業
の

好
調
な
運
行
や
、
下
水
道
整
備
な
ど
、
大
気
環

境
の
改
善
や
水
質
浄
化
な
ど
、
環
境
負
荷
の
低

減
に
効
果
の
あ
る
事
業
を
実
施
し
た
結
果
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

削
減
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
取
り
組
み
の

一
つ
で
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
一
層
削
減
の
努
力
を
重
ね
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

〜 

目
指
せ
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
〜

環境に関することは、生活環境課　環境推進係　☎０２５４－２７―２１１１（内２８１、２８３）
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《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター

◆心配事相談

　７日㈬　21日㈬

　３月７日㈬

町社会福祉協議会

☎27－6767

◆行政相談

　13日㈫

役場総務課（内線223）

◆乳幼児健康診査・各種学級

〇１歳２か月児歯科検診

　５日㈪午後１時15分～

〇１歳６か月児健診

　22日㈭午後１時15分～

〇乳児健診

　23日㈮午後１時15分～

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ

お問い合わせ先
町　役　場 ☎２７－２１１１
町 民 会 館 ☎２７－２１２１
図　書　館 ☎２７－６１６６
保健福祉課（保健福祉センター内）

☎２７－６５１１
診　療　所 ☎２７－１２３４

2 月 の 行 事

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

2
月
4
日
・ 

第
18
回
は
ま
な
す
杯
中
学
校

選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

6
日
・ 

共
済
組
合
業
務
運
営
研
究
部

会
（
総
合
部
会
）

8
日
・ 

新
潟
東
港
地
域
水
道
用
水
供

給
企
業
団
運
営
委
員
会

9
日
・
３
月
補
正
予
算
町
長
査
定

　
　

・ 

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
理
事
会

　
　

・ 

新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会

13
日
・ 

新
発
田
地
域
し
尿
処
理
場
運

営
委
員
会

15
日
・ 

新
潟
県
都
市
計
画
審
議
会

　
　

・ 

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合

本
会
議

16
日
・ 

町
村
会
正
副
会
長
会
議
・
役

員
会
・
定
期
総
会

19
日
・ 

新
潟
東
港
地
域
水
道
用
水
供

給
企
業
団
本
会
議

21
日
・ 

聖
籠
地
区
沿
岸
防
犯
協
力
会
総
会

23
日
・ 

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
通
常
総
会

26
日
・ 

提
言
・
実
践
首
長
会
第
15
回

全
体
会
合

28
日
・ 

共
済
組
合
第
169
回
組
合
会

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

　行政と町民の皆さまとのパイプ役を務
めていただく36行政区の区長さんが決ま
りました１年間よろしくお願いします。
（行政区によって任期に違いがあります）

集落区長さん
よろしくお願いします

パスポートの発給申請は
聖籠町役場で受け付けます

44月月から

　平成19年4月2日㈪から、聖籠町に住民登録のある
方は、聖籠町役場町民課での申請・交付になります。

　

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
窓
口
事

務
が
県
か
ら
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
ま

す
。
聖
籠
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
申
請
場
所
は

４
月
２
日
申
請
分
か
ら
聖
籠
町
役
場

町
民
課
（
役
場
１
階
）
に
な
り
ま
す
。

〈
申
請
で
き
る
人
〉

◎ 

聖
籠
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

　

※ 

聖
籠
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
方
は
、
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
朱
鷺
メ
ッ
セ
内
）
及
び

新
発
田
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
新
発
田
地
域
振
興
局
内
）

の
窓
口
で
は
手
続
き
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

◎ 

学
生
や
単
身
赴
任
者
な
ど
で
、
新

潟
県
外
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
聖

籠
町
に
居
所
が
あ
る
人

〈
受
付
時
間
・
場
所
〉

◎ 

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
・

年
末
年
始
は
取
扱
い
し
ま
せ
ん
。）

◎
聖
籠
町
役
場

　

町
民
課
（
役
場
１
階
）

〈
受
付
か
ら
交
付
ま
で
の
日
数
〉

◎ 

新
規
申
請
の
場
合
、
申
請
か
ら
交

付
ま
で
は
10
日
で
す
。

（ 

日
数
は
、
原
則
と
し
て
交
付
の
日

か
ら
数
え
ま
す
が
、
土
、
日
、
祝

祭
日
、
年
末
年
始
の
休
日
に
つ
い

て
は
、こ
れ
を
除
い
て
数
え
ま
す
。）

役
場
町
民
課　

町
民
サ
ー
ビ
ス
係

　

☎
２
７
―
２
１
１
１

　
（
内
線
１
１
１
）

〈手 数 料〉

10年用
収入印紙 14,000円

新潟県収入証紙 2,000円

５年用

収入印紙
（12歳未満）

9,000円
（4,000円）

新潟県収入証紙 2,000円

　

12
月
26
日
（
火
）、
聖
籠
町
役
場

で
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に

関
す
る
基
本
協
定
」
が
調
印
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
な
ど
の
災
害

時
に
町
民
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
に
、
町
が
民
間
企
業
・
団
体
に
対

し
、
食
料
、
生
活
関
連
物
資
や
資
機

材
な
ど
の
優
先
調
達
や
安
定
供
給
に

つ
い
て
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。
今
回
の
調
印
式
に
は
、
協
定
締

結
に
ご
理
解
い
た
だ
い
た
町
内
３
団

体
、
東
港
企
業
５
社
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

町
長
は
、「
町
の
公
的
備
蓄
に
は

限
界
が
あ
る
。
町
内
の
団
体
や
新
潟

東
港
に
立
地
し
た
企
業
の
皆
さ
ん
と

援
助
協
定
を
結
ん
で
い
く
こ
と
で
、

流
動
的
な
物
資
等
を
確
保
で
き
災
害

時
に
お
け
る
町
民
の
生
活
の
安
定
が

図
ら
れ
る
」
と
趣
旨
を
説
明
。

　

企
業
を
代
表
し
て
佐
藤
食
品
工
業

㈱
佐
藤
功
社
長
は
「
震
災
発
生
後
３

日
間
は
、
各
機
関
と
も
混
乱
し
て
お

り
救
援
物
資
の
確
保
も
難
し
い
が
、

あ
ら
か
じ
め
こ
う
し
た
協
定
が
締
結

さ
れ
て
い
れ
ば
、
災
害
発
生
時
に
迅

速
な
協
力
体
制
が
敷
け
る
」
と
協
定

の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

町
で
は
今
後
も
、
順
次
関
連
企
業

と
協
定
を
結
ぶ
予
定
で
す
。

〈協定を締結した企業・団体〉
企業・団体名 供給物資等の内容

聖籠町建設業協会 工事関連資機材
聖籠町管工事業協会 工事関連資機材
聖籠町飲食店組合 食料
佐藤食品工業株式会社 食料
株式会社　堀川 食料
株式会社　三幸 食料
三国コカ・コーラボトリング株式会社 飲料
株式会社　ＰＬＡＮＴ 生活関連物資

　

児
童
手
当
の
２
月
支
払
い
分

（
平
成
18
年
10
月
〜
19
年
１
月
分
）

は
２
月
13
日
（
火
）
に
受
給
者
の

指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
（
町
内
金

融
機
関
等
）
に
振
込
み
ま
す
。

　

受
給
者
へ
の
支
払
い
通
知
書
は
、

こ
の
紙
面
を
も
っ
て
通
知
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
保
健
福
祉
課

　

児
童
手
当
担
当

　

☎
２
７
―
６
５
１
１

２
月
２
月
1313
日日

　

児
童
手
当
を

　

児
童
手
当
を

　
　

振
り
込
み
ま
す

　
　

振
り
込
み
ま
す

行政区長名（敬称略）
平成19年１月現在

行政区名 区長氏名
四 ツ 屋 渋　谷　ミ　イ
道 賀 新 田 中　村　　　浩
上 大 谷 内 長谷川　金　雄
真 野 高　橋　政　治
丸 潟 神　田　義　業
桃 山 小　熊　清　治
山 倉 伊　藤　光　男
苔 沼 高　橋　訓　弘
中 の 橋 阿　部　　　幸
本 諏 訪 山 佐　藤　敏　明
山 諏 訪 山 戸　嶋　貞　一
本 大 夫 遠　藤　昭　博
山 大 夫 佐　藤　幸　雄
聖 中 ヶ 丘 小　柳　信　夫
本 三 賀 宮　野　金一郎
山 三 賀 宮　野　洋　子
二 本 松 渡　辺　幸　清
外 畑 君　　　一　男
蓮 野 加　藤　正　之
杉 谷 内 田　辺　敬　一
正 庵 藤　井　清　四
藤 寄 天　尾　壮一郎
大 夫 興 野 八　幡　早　苗
甚 兵 衛 橋 杉　山　フミ子
蓮 潟 森　田　春　雄
蓮 潟 新 田 大　沢　寿　男
網 代 浜 山　田　敏　夫
次 第 浜 平　野　政　要
尾 沢 ヶ 丘 松　崎　裕　之
亀 塚 高　崎　　　清
稲 の 平 高　橋　嘉　行
別 條 近　藤　勘　次
八 幡 渡　辺　俊　行
東 山 渡　辺　一　幸
旭 ヶ 丘 内　田　雄　也
ひばりが丘 長谷川　博　子

役場総務課　総務管理係
☎２７－２１１１（内線２２３）
☎２７－１９５７（直通）

「 

災
害
時
に
お
け
る

　

物
資
供
給
に
関
す
る
基
本
協
定
」
締
結

　

〜 

災
害
に
備
え
て
物
資
の
安
定
供
給
を
〜

協定書を交わす町長と㈱佐藤食品工業 佐藤社長
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生
活
支
援
金
の
お
し
ら
せ

籠
町
高
齢
者

　平成20年４月から現在の老人保健制度が「後期
高齢者医療制度」に変わります。
　高齢者一人あたりの医療費が増える中、現役世代
と高齢者世代の負担を明確にし、公平で分かりやす
い制度とするため、75歳以上の高齢者を対象に、
新たな高齢者医療制度を創設するものです。
　この新制度がスタートすると、75歳以上の高齢
者は市町村に保険料を納め、広域連合が交付する被
保険者証を医療機関に提示して、診療を受けること
になります。

●制度の運営は都道府県単位で、
　全市町村が加入する広域連合が行います

　現在、75歳以上の人は国民健康保険や社会保険に
加入し、市町村が運営している老人保健制度から医
療給付を受けていますが、この新たな制度に移行す
ると、広域連合が運営し、医療給付を提供します。

●75歳の誕生日から対象になります

　75歳の誕生日を迎えた人（一定程度の障害がある
人は65歳以上から加入可）は、その日から後期高齢
者医療制度に加入し、保険料を納め、医療サービス
を受けることになります。

●保険料は原則、年金から天引きします

　保険料の徴収については、年額18万円以上の年金
受給者を対象に、年金から天引きします。
　それ以外の人については、口座振替などにより納
めていただきます。
　なお、保険料については原則、県内均一の料率と
なります。

●医療費の負担は
　一般は１割、現役並み所得者は３割です

　医療を受けたときの自己負担（医療機関等での窓
口負担）は１割です。ただし、現役並みの所得があ
る人は３割負担となります。

■今後もお知らせします

　広域連合については、平成19年３月１日に設立を
予定しており、その後、被保
検者証の交付、保険料額の決
定、保険料の納期などが順次、
決定します。
　詳細が決まり次第、お知ら
せします。

お問い合わせ　役場町民課 保険係　☎27‒1952（直通）

後期高齢者医療制度が始まります

○ 成人おむつに係る費用の医療費控除用証明書
（介護保険主治医意見書写し）の発行について

　介護保険法要介護・要支援認定を受け、おむつ代
の医療費控除を受けるのが２年目以降の方で次の要
件に該当する場合、介護保険主治医意見書写しを発
行します。（平成18年中に使用したおむつ代が対象
となります。）
■ 介護保険主治医意見書に次の記載のある方
１． 日常生活自立度が一定基準以上（B1/B2/C1/
C2）であること

２． 発生の可能性の高い病態で「尿失禁」の可能性
が「あり」であること

○ 老齢者の所得税、地方税上の障害者控除対象
者認定書の発行について

　年齢65歳以上で心身に障害があり、身体障害者に
準ずる方に「障害者控除対象者認定書」を次の要領
で発行します。
■介護保険要介護・要支援認定を受けている方
・ 介護保険認定調査票の日常生活自立度等に基づき
認定

・ 平成18年中にお亡くなりになった方の証明書も発
行できます。

・ 発行には申請が必要です。希望される方は保健福
祉課へお問い合せください。

― 税金控除のための証明書を発行します ―

成人用おむつ・老齢障害者

月の届出
げんきなよい子

出生
赤ちゃん 保護者 行政区

隼
はや
　人

と
ちゃん （ 泉　　　宏 ） 亀　塚

早
さ
　紀

き
ちゃん （ 伊藤　秀喜 ） 苔　沼

寧
ね
　音

ね
ちゃん （ 肥田野拓也 ） 真　野

結
ゆ
　依

い
ちゃん （ 吉田　敏之 ） 真　野

瑞
みず
　季

き
ちゃん （ 森川　正和 ） 次第浜

綺
き
　星

らら
ちゃん （ 長谷川　学 ） 藤　寄

聖
せい
　也

や
ちゃん （ 斎藤　正晃 ） 網代浜

風
ふう
　翔

が
ちゃん （ 佐藤　健也 ） 山大夫

　陸
りく
　ちゃん （ 宋　　竜巳 ） 東港七丁目

柊
しゅう
　陽

や
ちゃん （ 中野　　健 ） ひばりが丘

新郎・新婦 行政区

菊　地　秀
ひで
　行

ゆき
さん ｝ 二本松

（山城）　梨
り
　恵

え
さん

田　辺　英
ひで
　樹

き
さん ｝ 八　幡

（中道）　真
ま
　奈

な
さん

幸多い人生を
婚姻

氏　名 年齢 行政区

前　田　誠
せい
　一

いち
さん （69歳） 藤　寄

水戸部　ツ　ルさん （82歳） 真　野

高　橋　徳
とくさぶろう
三郎さん （85歳） 次第浜

渡　辺　トミエさん （85歳） 次第浜

佐　藤　政
まさ
　夫

お
さん （66歳） 山三賀

渡　辺　カ　ヨさん （101歳） 亀　塚

小　見　佐
さ
平
へい
次
じ
さん （91歳） 藤　寄

渡　辺　　　怜
さとし
さん （69歳） 藤　寄

宮　村　義
ぎ
　一

いち
さん （84歳） 山　倉

伊　藤　　　登
のぼる
さん （77歳） 蓮　潟

土　田　正
しょうたろう
太郎さん （86歳） 山大夫

相　馬　　　茂
しげる
さん （60歳） 山大夫

宮　下　留
とめ
　吉

きち
さん （93歳） 次第浜

ごめいふ
くをお祈りします
死亡

（注１） 届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２） 略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。
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聖
籠
町
で
は
高
齢
者
の
生
活
安
定

を
図
る
た
め
に
生
活
支
援
金
（
月
額

１
、０
０
０
円
）
を
支
給
し
て
お
り

ま
す
。
支
給
の
対
象
と
な
る
の
は
、

聖
籠
町
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以
上
の

方
で
、
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
し

た
方
と
な
り
ま
す
。

・ 

町
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し

て
い
る
。

・ 

聖
籠
町
が
賦
課
す
る
租
税
等
（
税

金
・
水
道
料
金
等
）
を
完
納
し
て

い
る
。

・ 

平
成
17
年
の
収
入
が
27
万
円
未
満

で
あ
る
。

・
生
活
保
護
の
受
給
者
で
は
な
い
。

・ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
入
所

者
で
は
な
い
。

　

支
給
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

方
は
町
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
印
鑑
、
振
込
先
が
確
認

で
き
る
も
の
（
預
金
通
帳
等
・
郵
便

局
を
除
く
）
を
ご
持
参
の
う
え
、
３

月
２
日
（
金
）
ま
で
に
町
保
健
福
祉

課
に
お
い
て
支
援
金
の
申
請
を
行
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
結
果
は
後
日
お
知
ら

せ
し
、
支
給
決
定
さ
れ
た
場
合
は
３

月
末
に
指
定
さ
れ
た
口
座
に
お
振
込

み
い
た
し
ま
す
。

聖
籠
町
保
健
福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
２
７
―
６
５
１
１

　

町
で
は
、
各
種
統
計
調
査
に
従
事

す
る
統
計
調
査
員
に
登
録
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。
応
募
は
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

国
勢
調
査
や
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な

ど
、
国
や
県
の
実
施
す
る
統
計
調
査

に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
来
年

度
は
就
業
構
造
基
本
調
査
や
商
業
統

計
調
査
、
工
業
統
計
調
査
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
調
査

員
は
、
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
の
中
か
ら
、
調
査
の
対
象
、
地
区

等
を
考
慮
の
上
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡

を
差
し
上
げ
、
了
承
を
い
た
だ
い
た

方
を
任
命
す
る
と
い
う
形
に
な
り
ま

す
。
調
査
員
に
任
命
さ
れ
た
方
は
、

非
常
勤
の
公
務
員
と
し
て
、
調
査
説

明
会
の
出
席
、
調
査
対
象
名
簿
等
の

作
成
、
統
計
調
査
票
の
記
入
依
頼
、

回
収
、
点
検
等
の
業
務
に
従
事
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

・ 

聖
籠
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま

た
は
土
地
勘
の
あ
る
方

・
20
歳
以
上
で
、
調
査
内
容
の
秘
密

保
持
等
、
責
任
を
持
っ
て
仕
事
の

で
き
る
方

・ 

平
日
昼
間
に
活
動
可
能
な
方

■
注
意

・ 
次
に
該
当
す
る
方
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ⅰ 

税
務
、
警
察
関
係
の
業
務
に
関
係

の
あ
る
方

ⅱ 

選
挙
候
補
者
及
び
関
係
団
体
に
関

係
の
あ
る
方

ⅲ 

過
去
に
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
さ
れ

た
こ
と
の
あ
る
方

■
報
酬

　

調
査
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
１

回
の
調
査
で
概
ね
２
万
〜
４
万
円
程

度
で
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

統
計
担
当

　

☎
２
７
―
２
１
１
１

　
（
内
線
２
２
７
）

　

e-m
ail

：

  hanam
as@
inet-shibata.or.jp

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

平成20年4月から聖

登
録
し
ま
せ
ん
か

の
統
計
調
査
員
に

町

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

お問い合わせ　保健福祉課 福祉係　☎27‒6511
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　平成19年３月31日に任期満了となる聖籠町農業
委員会委員一般選挙は、町選挙管理委員会を開催
し、次のとおり決定しました。

告示日　3月20日㈫

投票日　3月25日㈰

※ 選挙権がある人は、農家
の人で、平成18年３月確
定の農業委員会委員選挙
人名簿に登録されている人です。（要件 年齢20
歳以上で10アール以上の農地を耕作又は、１年
で60日以上耕作に従事している人。）

お問い合わせ　聖籠町選挙管理委員会　☎27‒2111（内線223）

　１月に皆さまから申請いただいた農業委員会委
員選挙人名簿登載申請に基づき、農業委員会委員
選挙人名簿を作成しました。
　名簿の登録もれや正確性を期すために、２月23
日から３月９日まで名簿を確認することができま
す。
　この名簿は３月31日に確定となり、３月31日か
ら平成20年３月30日まで使用されることになりま
す。

町選挙管理委員会からのお知らせ

農業委員会委員選挙人名簿
縦覧ください

 2月23日㈮～3月9日㈮
 役場2階 選挙管理委員会室

聖籠町農業委員会委員
一般選挙

投票日は

　3月25日㈰に決定しました。

　

今
年
度
か
ら
役
場
や
学
校
な
ど
町

の
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）を
設
置
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）は
、

心
臓
突
然
死
の
原
因
と
な
る
「
心
室

細
動
」
を
取
り
除
く
機
器
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
機
器
内
部
で
自
動
的

に
心
室
細
動
か
ど
う
か
を
調
べ
て
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か
ど
う
か
を

決
定
し
、
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
指
示
し
て
く
れ
ま
す
の

で
、
施
設
の
職
員
や
た
ま
た
ま
現
場

に
居
合
わ
せ
た
方
で
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

用
い
て
素
早
く
除
細
動
を
行
う
こ
と

で
救
命
活
動
が
可
能
な
も
の
で
す
。

　

な
お
、
確
実
な
人
命
救
助
を
行
う

た
め
に
は
、
倒
れ
た
人
を
見
た
ら

１
１
９
番
通
報
で
救
急
車
を
呼
ぶ
、

人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
心
肺
蘇
生
法
を
実
施
す
る
と
い
う

救
命
救
急
の
基
本
も
あ
わ
せ
て
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、「
普
通
救

命
講
習
」
を
受
講
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
も
施
設
に
行
く
機
会
あ
り

ま
し
た
ら
、
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設

施
設
名

保
管
場
所

聖
籠
町
役
場

１
階
会
計
室
横

町
民
会
館

１
階
事
務
室
窓
口

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

１
階
事
務
室
窓
口

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
聖
海
荘
）

１
階
事
務
室
窓
口

聖
籠
中
学
校

１
階
職
員
室
前

廊
下

山
倉
小
学
校

１
階
職
員
玄
関
内

亀
代
小
学
校

１
階
職
員
室
前

廊
下

蓮
野
小
学
校

１
階
体
育
館
入
口

※ 

い
ず
れ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
オ
レ
ン
ジ
色

の
収
納
ケ
ー
ス
の
中
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

役
場
総
務
課

☎
２
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
） ＡＥＤ本体 ＡＥＤ外観

公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

　

平
成
19
・
20
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
等
の
入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
の
参
加

資
格
申
請
を
次
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
有
効
期
間

　

平
成
19
・
20
年
度

■
受
付
期
間

　

平
成
19
年
２
月
１
日
〜
随
時
受
付

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午 

　

午
後
１
時
〜
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
書
類

 

各
参
加
資
格
申
請
書
は
新
潟
県
様
式
の
書
類
に
準
じ
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
部
数　

１
部

■
提
出
方
法

　

●
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
ひ
も
綴
じ
ま
た
は
ホ
チ
キ
ス
止
め
。

　

● 

持
参
、
郵
送
可
（
受
付
確
認
が
必
要
な
場
合
は
、
返
信
用

ハ
ガ
キ
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
提
出
場
所

　

役
場　

総
務
課　

総
務
管
理
係

　

※ 

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

役
場
総
務
課　

総
務
管
理
係

　

☎
２
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

　

平
成
19
・
20
年
度
に
新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
、
新
発
田

地
域
老
人
福
祉
保
健
事
務
組
合
、
下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
が

発
注
す
る
建
設
工
事
や
物
品
購
入
の
入
札
、
見
積
参
加
を
希
望

す
る
方
（
法
人
を
含
む
）
の
参
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.shibata-kouiki.jp/s-kouiki/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類
の
様
式

　

◆ 

工
事
：
新
潟
県
の
定
め
る
様
式
。
工
事
経
歴
書
（
経
営
事

項
審
査
時
に
添
付
し
た
も
の
の
写
し
）
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

◆ 

物
品
：
三
組
合
の
定
め
る
様
式
。（
前
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。
組
合
事
務
局
総
務
課

で
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）

■
受
付
期
間

　

受
け
付
中
〜
２
月
28
日
（
水
）。（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
。
郵
送
の
場
合
は
２
月
28
日
消
印
有
効
で
す
。）

■
提
出
・
問
合
せ
先

　

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

　

事
務
局
総
務
課

　

☎
２
６
―
１
５
０
１

■
登
録
申
請
の
方
法

　

平
成
19
・
20
年
度
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
登
録
申
請

書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
書
は
、
役
場
総
務
課
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

① 

町
税
の
納
税
証
明
書
（
法
人
：
法
人
町
民
税
、固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
。
個
人
：
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
。
写
し
可
。）

② 

希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に
必
用
な
資
格
、
免
許
等

を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

※ 

平
成
17
・
18
年
度
に
登
録
さ
れ
た
方
で
、
継
続
し
て
平
成

19
・
20
年
度
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
改
め
て
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
有
効
期
間

　

受
付
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

■
受
付
期
間

　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

・
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

・
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
場
所

　

役
場
総
務
課　

総
務
管
理
係

　

役
場
総
務
課
総
務
管
理
係

　

☎
２
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

　

入
札
参
加
資
格

　
　
　
　

申
請
を
受
付

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者

登
録
制
度
の
申
請
を
受
付

　

入
札
・
見
積
の

　
　
　

参
加
申
請
を
受
付

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

聖
籠
町

聖
籠
町

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
等
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◆
試
験
期
日

⑴
２
月
18
日
（
日
）

⑵
３
月
11
日
（
日
）

（ 

注
意
：
採
用
予
定
人
員
に
達
し
た

時
は
、
行
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

◆
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地

◆
採
用
種
目

　

２
等
陸
士
、
２
等
海
士
（
２
等
空

士
の
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

◆
採
用
予
定
数

　

陸
上
自
衛
官
：
約
30
名
程
度
、

　

海
上
自
衛
官
：
約
10
名
程
度

◆
応
募
資
格

　

18
才
以
上
27
才
未
満
の
男
子
（
平

成
19
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
試
験
内
容

⑴ 
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会

及
び
作
文
）

⑵
口
述
試
験

⑶
適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

◆
入
隊
時
期

　

平
成
19
年
３
月
下
旬

◆
入
隊
場
所
等

　

合
格
者
に
対
し
、
担
当
広
報
官
か

ら
別
途
連
絡
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

応
募
要
領
、
試
験
の
細
部
、
入
隊

後
の
身
分
・
待
遇
、
教
育
内
容
等
の

細
部
に
つ
い
て
は
、
地
域
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部

　

新
発
田
地
域
事
務
所

☎
２
６
―
５
６
１
９

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

次
の
と
お
り
自
衛
官
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

自
衛
官

　

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

東
北
電
力
㈱
で
は
平
成
18
年
度
か

ら
雪
害
事
故
の
再
発
防
止
対
策
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
そ
の
一

環
と
し
て
、
が
い
し
取
替
等
の
工
事

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
工
事
期
間　

　

３
月
７
日（
水
）〜
５
月
10
日（
木
）

■
工
事
内
容

　

が
い
し
取
替
、電
線
張
替
工
事（
電

線
を
地
上
に
お
ろ
さ
な
い
工
法
と
し
、

各
鉄
塔
で
の
作
業
期
間
は
全
体
で
２

週
間
程
度
で
す
。）

■
工
事
場
所

　

諏
訪
山
、
蓮
潟
、
蓮
野
、
大
夫
興

野
地
内
他
の
鉄
塔

 
東
北
電
力
㈱
新
潟
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
―
２
８
３
―
５
０
５
１

２
月
23
日
（
金
）

 

各
税
理
士
事
務
所
（
税
理
士
に
よ

り
担
当
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。）
又
は
、

関
東
信
越
税
理
士
会
新
発
田
支
部

税
務
指
導
所

 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
受

付
は
午
後
３
時
ま
で
）

 

年
金
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
、
給

与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
を
受
け

よ
う
と
さ
れ
る
方

※ 

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

 

関
東
信
越
税
理
士
会
新
発
田
支
部

事
務
局

☎
２
２
―
８
５
９
８

　

多
重
債
務
、
金
融
、
不
動
産
、
相

続
、
医
療
、
家
庭
問
題
な
ど
暮
し
の

中
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

や
教
育
・
健
康
・
園
芸
な
ど
の
悩
み

事
に
弁
護
士
等
の
専
門
家
が
お
答
え

し
ま
す
。

○ 

相
談
内
容
は
秘
密
厳
守
い
た
し
ま

す
。

○
相
談
は
無
料
で
す
。

○ 

相
談
内
容
と
返
信
用
封
筒
を
同
封

の
う
え
、
次
の
相
談
先
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
相
談
を
記
載
す
る

用
紙
は
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
専
用
相
談
用
紙
）

も
労
働
金
庫
本
・
支
店
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

■
郵
送
先

　

〒
９
５
１
―
８
５
６
５

　

新
潟
市
寄
居
町
３
３
２
番
地
38

　
　

労
働
金
庫
本
店
内

　

 

㈶
新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

　

「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室
」
係

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年

２
月
の
１
か
月
間
を
『
相
続
登
記
は

お
済
で
す
か
月
間
』
と
定
め
相
続
登

記
に
つ
い
て
の
県
内
一
斉
無
料
相
談

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
お
近
く
の
司
法
書
士

事
務
所
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
１
年
を
通
じ
て
、
次
に
て

無
料
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
司
法
書
士
無
料
相
談

　

毎
週
水
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

☎
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９

　
（
要
予
約
）

●
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

☎
０
２
５
―
２
２
８
―
１
６
０
０

新
潟
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９

送
電
線
が
い
し
取
替
等
工
事

の
お
知
ら
せ

税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
」

の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記

無
料
相
談
月
間
の
お
知
ら
せ

交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
は

　

役
場
生
活
環
境
課

☎
２
７―

１
９
６
２

（
直
通
）

町の交通事故発生状況

区分

年

12月 １月～12月

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成18年 8 0 15 98 1 146

平成17年 11 0 12 124 2 173

増　減 －3 0 ＋3 －26 －1 －27

　

交
通
災
害
共
済
制
度
は
交
通
災
害

に
あ
っ
た
場
合
、
見
舞
金
を
支
給
す

る
事
業
で
す
。

　

県
内
す
べ
て
の
市
町
村
が
共
同
で

運
営
す
る
県
民
相
互
救
済
の
制
度
で

す
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

平
成
19
年
3
月
31
日
で
共
済
期
間
満

了
と
な
り
ま
す
の
で
更
新
手
続
き
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は

万
一
の
事
故
に
備
え
、
加
入
を
お
勧

め
し
ま
す
。

【
会
費
】

一
人　

年
額　

５
０
０
円

　

途
中
で
加
入
す
る
場
合
も
同
額
で

す

【
加
入
手
続
】

　

２
月
に
全
戸
配
布
さ
れ
る
申
込
書

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
に
は
世
帯
員
の
名
前
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
加
入
し
な
い
人
が

い
る
場
合
は
申
込
書
の
氏
名
を
線

（
＝
）
で
消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
が
加
入
す

る
場
合
は
、
氏
名
等
を
書
き
加
え
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

　

申
し
込
み
は
お
近
く
の
金
融
機
関

又
は
聖
籠
町
役
場
生
活
環
境
課
へ
現

金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
３
月
９
日
ま
で
は
集
落
区

長
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
集
落
で
も

取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
降
は
金
融
機
関
か
役
場
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
共
済
期
間
】

　

３
月
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
方
は

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年

３
月
31
日
ま
で
が
共
済
期
間
と
な
り

ま
す
。

　

４
月
以
降
申
し
込
ま
れ
た
方
は
申

し
込
み
の
翌
日
か
ら
平
成
20
年
３
月

31
日
ま
で
が
共
済
期
間
と
な
り
ま

す
。
会
費
一
人
５
０
０
円
は
変
わ
り

ま
せ
ん
の
で
３
月
ま
で
に
申
し
込
ま

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

交
通
災
害
共
済
に
関
す
る
詳
し
い

こ
と
は
、
申
込
書
と
一
緒
に
配
布
さ

れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

あ
な
た
の
支
え
が　

み
ん
な
の

助
け
合
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。

み
ん
な
で
安
心
、
み
ん
な
の
共
済

●
一
日
約
１
円
の
交
通
災
害
共
済
●

〜
４
月
か
ら
の
加
入
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
〜

　

平
成
18
年
の
新
発
田
警
察
署
管
内
（
新
発
田
市
・

聖
籠
町
）
に
お
け
る
交
通
事
故
発
生
件
数
は
６
５
０

件
で
前
年
よ
り
37
件
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

同
様
に
死
者
数
は
９
人
と
な
り
１
人
減
少
し
、
傷

者
数
も
８
６
０
人
と
24
人
減
少
し
ま
し
た
。
特
に
死

者
数
は
、
目
標
と
し
て
い
た
一
桁
台
を
２
年
ぶ
り
に

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
９
人
の
う

ち
４
人
は
飲
酒
絡
み
の
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま

す
。（
一
昨
年
は
ゼ
ロ
で
し
た
）

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
19
年
も
決
意
を

新
た
に
交
通
事
故
死
亡
者
の
限
り
な
く
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
、
１
月
10
日 

新
発
田
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
交
通
安
全
関
係
機
関
・
団
体
の
合
同
出
初
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

出初式のようす

交
通
事
故
死
亡
者
の

 

限
り
な
く
ゼ
ロ
を

　
　
　
　
　

目
指
し
て

　
　
　

交
通
安
全
出
初
式
が

　
　
　

交
通
安
全
出
初
式
が

　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

自転車での事故、

自損事故も対象と

なりますよ!
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生
活
環
境
課

1
月
7
日
（
日
）

● 

消
防
出
初
式

　

町
民
会
館
に
お
い
て
、
聖
籠
町
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
風
雨
の
激
し
い
悪
天
の
中
、
各

地
域
の
消
防
団
が
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
な
が
ら
、
町
内
を
広
報
し
、
そ

の
後
、
町
、
消
防
団
、
消
防
関
係
機

関
か
ら
約
80
名
、
33
台
の
参
加
に
よ

る
車
両
パ
レ
ー
ド
、
続
い
て
安
全
祈

願
、
実
践
放
水
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
18
年
の
聖
籠
町
の
火
災
件
数

は
、
10
件
（
前
年
比
２
件
増
）
で
し

た
。
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ

る
み
か
ら
発
生
し
ま
す
。
地
域
、
家

庭
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取

扱
い
に
注
意
し
、
火
事
を
出
さ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

● 

平
成
17
年
度
国
土
調
査
成
果
閲
覧

が
終
了
し
ま
し
た

　

平
成
17
年
度
に
現
地
調
査
を
実
施

し
た
大
夫
興
野
・
藤
寄
の
各
一
部
地

域
の
調
査
成
果
が
ま
と
ま
り
、
昨
年

の
12
月
７
日
・
８
日
に
か
け
て
地
元

公
会
堂
等
を
会
場
と
し
て
、
対
象
地

権
者
に
対
し
て
現
地
調
査
に
よ
り
整

理
し
た
地
目
・
地
積
・
所
有
者
な
ど

の
調
査
情
報
の
閲
覧
を
行
い
ま
し
た
。

　

対
象
地
権
者
の
う
ち
、
２
日
間
で

74
名
の
方
が
調
査
内
容
を
確
認
す
る

た
め
閲
覧
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
閲
覧
を
経
て
、
秋
頃
に

は
こ
の
調
査
結
果
が
法
務
局
の
登
記

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総

務

課

1
月
15
日
（
月
）

● 

第
1
回
区
長
会
議
開
催

　

平
成
19
年
の
各
集
落
の
区
長
（
行

政
区
に
よ
っ
て
任
期
に
違
い
が
あ
り

ま
す
）
が
決
ま
り
第
１
回
目
の
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
町
各
課
か
ら
区
長
へ

の
依
頼
事
項
な
ど
の
説
明
や
全
体
協

議
が
行
わ
れ
た
後
、
各
小
学
校
区
か

ら
３
名
ず
つ
計
９
名
の
代
表
区
長
が

選
出
さ
れ
、
区
長
会
会
長
に
は
蓮
潟

区
長
の
森
田
春
雄
さ
ん
、
副
会
長
に

は
大
夫
興
野
区
長
の
八
幡
早
苗
さ
ん

と
網
代
浜
区
長
の
山
田
敏
夫
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
区
長
は
、
区
長
会
の
運
営
方

法
や
視
察
研
修
な
ど
の
企
画
、
検
討

を
行
い
ま
す
。

　

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（ 

行
政
区
長
名
に
つ
い
て
は
Ｐ
11
に

掲
載
）

学
校
教
育
課

12
月
21
日
（
木
）

● 

第
12
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・ 

寄
付
採
納
の
承
認
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

・ 

聖
籠
町
育
英
資
金
貸
与
条
件
の
見

直
し
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

12
月
25
日
（
月
）

● 

聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
19
期
第
34

回
総
会

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
利

用
権
設
定
申
出
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
利

用
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

国
内
合
宿
を
静
岡
で
実
施

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選
手
た

ち
は
、
先
月
19
日
に
２
０
０
７
シ
ー

ズ
ン
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
25
日
ま
で
新
潟
で
体

を
動
か
し
た
選
手
た
ち
は
、
27
日
か

ら
一
次
キ
ャ
ン
プ
の
舞
台
で
あ
る
グ

ア
ム
へ
移
動
し
て
い
ま
す
。
帰
国
す

る
今
月
10
日
ま
で
、
炎
天
下
の
グ
ア

ム
で
走
り
こ
み
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
中
心
と
し
た
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
取
り
組
み
、
１
年
間
に
渡
る

Ｊ
リ
ー
グ
で
の
戦
い
に
備
え
た
体
作

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
同
様
、

帰
国
日
に
は
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
、

一
回
り
も
二
回
り
も
た
く
ま
し
く

な
っ
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

体
と
心
を
鍛
え
ぬ
き
、
疲
れ
果
て

て
い
る
で
あ
ろ
う
選
手
た
ち
で
す
が
、

息
を
つ
く
暇
も
な
く
次
の
国
内
合
宿

に
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
は
静
岡
県
静
岡
市
の
Ｊ
ス

テ
ッ
プ
で
行
わ
れ
、
暖
か
い
気
候
の

中
よ
り
実
践
的
な
練
習
を
積
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
体
力
、技
術
、

戦
術
、
そ
し
て
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

面
で
も
仕
上
が
っ
た
状
態
で
３
月
初

旬
の
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕
を
迎
え
る
べ
く
、

選
手
た
ち
は
急
ピ
ッ
チ
で
チ
ー
ム
作

り
、体
作
り
に
臨
み
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ホ
ー
ム
開
幕
戦
は
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
に
お
こ
し
い
た
だ
き
、
そ
の
成
果

を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
加
入
選
手
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

　

今
年
も
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
を

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
る
新
加

入
選
手
た
ち
が
、
新
潟
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
昨
シ
ー
ズ
ン
、
他
の
Ｊ
１

ク
ラ
ブ
と
比
べ
て
比
較
的
多
か
っ
た

失
点
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
や
中
盤
の
中
央
部
分
に
パ

ワ
フ
ル
な
選
手
を
加
え
た
ほ
か
、
Ｆ

Ｗ
や
Ｍ
Ｆ
も
加
入
し
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
陣
容
が
整
い
ま
し
た
。
昨
年
に

比
べ
、
人
数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
確
実
に
チ
ー
ム
と
し
て
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。

　

新
に
新
潟
に
加
わ
っ
た
選
手
た
ち

は
、
間
違
い
な
く
そ
の
一
翼
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
移
籍
１
年
目

で
難
し
い
の
が
新
し
い
環
境
に
ど
う

馴
染
ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

監
督
や
練
習
内
容
が
違
う
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
生
活
面
で
も
今
ま
で

い
た
土
地
と
は
大
き
く
異
な
る
な
か

で
、
普
段
ど
お
り
の
力
を
発
揮
す
る

と
い
う
こ
と
は
思
い
の
ほ
か
難
し
い

も
の
で
す
。
選
手
た
ち
の
生
活
の
中

心
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
の
あ
る
聖
籠
町
で
す
。
色
々
と

お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ま
の
温
か
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
頼

り
で
す
。
新
潟
に
加
わ
っ
た
新
戦
力

た
ち
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

（
写
真
・
記
事
提
供
・

　
　
　
　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

注
目
の
選
手

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
他
ク
ラ
ブ
と
比

較
す
る
と
多
く
の
失
点
を
喫
し
て
し

ま
っ
た
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
に

と
っ
て
、
千
代
反
田
選
手
の
加
入
は

こ
の
上
な
く
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

ア
ビ
ス
パ
福
岡
で
は
、
地
元
・
福
岡

出
身
の
選
手
と
し
て
期
待
の
大
き

か
っ
た
千
代
反
田
選
手
。

　

福
岡
は
残
念
な
が
ら
Ｊ
１
リ
ー
グ

に
残
留
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
千
代
反
田
選
手
の
守
備
力

は
サ
ッ
カ
ー
関
係
者
や
サ
ポ
ー
タ
ー

の
な
か
で
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

し
た
。
長
身
を
生
か
し
た
ヘ
デ
ィ
ン

グ
の
強
さ
と
、
強
じ
ん
な
体
躯
で
体

を
張
っ
て
相
手
の
攻
撃
を
食
い
止
め

る
気
迫
の
守
備
を
、
オ
レ
ン
ジ
色
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
ま
と
い
見
せ

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

福
岡
で
は
、
昨
季
副
キ
ャ
プ
テ
ン

を
務
め
る
な
ど
、
若
き
最
終
ラ
イ
ン

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
期
待
が
か
か

る
千
代
反
田
選
手
。
負
傷
か
ら
復
帰

す
る
永
田
選
手
、
昨
シ
ー
ズ
ン
も
安

定
し
た
守
備
を
見
せ
た
海
本
選
手
、

セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
と
し
て
頭
角
を
現

し
は
じ
め
た
千
葉
選
手
な
ど
、
ラ
イ

バ
ル
は
多
く
い
ま
す
が
、
ポ
ジ
シ
ョ

ン
争
い
の
な
か
で
成
長
し
、
開
幕
戦

の
ピ
ッ
チ
に
立
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

千
代
反
田　

充 

選
手 

Ｄ
Ｆ

（
ち
よ
た
ん
だ 

み
つ
る
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動
な
ど

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当

課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

町
の
動
向

町
の
動
向

町
の
動
向

車両パレード

区長会議



みんなのひろば
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
『
そ
ば
づ

く
り
手
話
交
流
会
』
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
で
は
初
の
試
み
で
し
た
が
、

手
話
と
そ
ば
打
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
興

味
を
持
っ
た
50
名
が
参
加
。
お
孫
さ

ん
を
連
れ
て
ま
た
家
族
み
ん
な
で
と

幅
広
い
年
代
の
方
々
が
町
内
外
か
ら

集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、出
雲
名
物
手
打
そ
ば「
い

づ
も
そ
ば
」
店
主
、
佐
藤
紘
一
さ
ん

（
新
潟
市
）
と
小
池
卓
さ
ん
（
新
発
田

市
真
野
原
）が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

お
二
人
の
出
会
い
は
４
年
前
、
難
聴

者
の
小
池
さ
ん
が
お
客
と
し
て
来
店

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
聴
覚
障

害
を
持
つ
佐
藤
さ
ん
と
出
会
い
、
手

話
を
覚
え
る
た
め
に
お
店
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
春
の
手

話
講
習
会
で
は
講
師
も
勤
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
よ
り
多
く
の
聴
覚
障
害
者

と
健
聴
者
が
交
流
す
る
橋
渡
し
に

『
そ
ば
打
ち
』
を
生
か
せ
な
い
も
の
か

と
考
え
、
こ
の
会
を
発
案
し

ま
し
た
。

　

店
を
構
え
て
38
年
目
と
な

る
佐
藤
さ
ん
の
腕
前
は
確
か

な
も
の
。「
上
手
下
手
に
関

わ
ら
ず
、
楽
し
く
作
っ
て
楽

し
く
食
べ
楽
し
く
交
流
し
ま

し
ょ
う
」
と
手
話
で
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ば
打
ち
の
コ
ツ
は
、
体

重
を
か
け
て
手
早
く
こ
ね
る
、

硬
さ
は
耳
た
ぶ
程
度
、
う
す

め
に
の
ば
す
、
少
量
ず
つ
泳

が
せ
る
よ
う
に
茹
で
る
等
、
実
際
に

そ
ば
を
打
ち
な
が
ら
丁
寧
に
指
導
さ

れ
ま
し
た
。

　

見
る
と
や
る
で
は
大
違
い
。
班
ご

と
に
分
か
れ
た
参
加
者
は
、
聴
覚
障

害
者
も
健
聴
者
も
な
く
『
そ
ば
づ
く

り
』
と
い
う
共
通
の
目
標
を
前
に
大

奮
闘
。
声
を
出
し
な
が
ら
身
振
り
手

振
り
や
手
話
を
交
え
、
お
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
様
子

が
伺
え
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
お
そ

ば
は
少
し
太
め
で
少
し
短
め
で
す
が
、

肝
心
の
お
味
は
…
「
美
味
し
い
！
」

と
大
好
評
。
佐
藤
さ
ん
が
持
参
し
た

つ
ゆ
と
皆
で
打
っ
た
十
割
そ
ば
が
何

と
も
い
い
あ
ん
ば
い
で
す
。
最
後
は

そ
ば
湯
を
い
た
だ
き
な
が
ら
簡
単
な

手
話
を
習
い
、
心
も
お
腹
も
大
満
足

の
４
時
間
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
催
し
物
に
は
初
参
加

と
い
う
小
林
一
順
さ
ん
（
二
本
松
）

は
「
そ
ば
づ
く
り
を
習
い
た
く
て
参

加
し
ま
し
た
。
コ
ツ
が
わ
か
り
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
の
で
、
年
末
は
年

越
し
そ
ば
に
挑
戦
し
ま
す
」
と
手
応

え
充
分
の
様
子
。

　

ま
た
新
発
田
の
手
話
サ
ー
ク
ル
に

通
っ
て
お
ら
れ
る
磯
辺
ま
な
み
さ
ん

（
ひ
ば
り
が
丘
）
は
「
聖
籠
で
交
流

会
が
あ
る
と
聞
き
参
加
し
ま
し
た
。

そ
ば
づ
く
り
は
勿
論
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
楽
し

か
っ
た
で
す
」
娘
の
江
里
奈
ち
ゃ
ん

（
山
倉
小
１
年
）
は
「
教
え
て
も
ら
っ

て
上
手
に
作
る
こ
と
が
出
来
た
よ
。

お
そ
ば
は
美
味
し
か
っ
た
」
と
笑
顔

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

無
事
に
交
流
会
を
終
え
た
小
池
さ

ん
は
「
手
話
を
覚
え
る
に
は
『
習
う

よ
り
慣
れ
』
が
一
番
。
こ
う
い
っ
た

交
流
会
を
通
し
て
多
く
の
人
に
少
し

で
も
手
話
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
。

要
望
が
あ
れ
ば
ま
た
計
画
し
た
い
で

す
」
と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

蕎そ

麦ば

が
取
り
持
つ
ふ
れ
あ
い
の
輪

〜 

美
味
し
い 

楽
し
い 

そ
ば
づ
く
り
手
話
交
流
会 

〜

社 会 福 祉
協 議 会

　

町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用

者
の
方
々
が
山
倉
小
学
校
へ
招
待
さ

れ
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日

と
こ
の
日
の
午
前
中
に
雪
が
降
り
、

肌
寒
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
朝
か

ら
そ
わ
そ
わ
し
山
倉
小
学
校
へ
の
訪

問
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
会
は
、
毎
年
山
倉
小
学
校
の

１
〜
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
町
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
訪
問
し
て
い

ま
す
が
、「
今
度
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
小
学
校
へ
来
て
ほ

し
い
！
ぼ
く
た
ち
、
私
た
ち
の
か
っ

こ
い
い
姿
を
み
て
ほ
し
い
！
」
と
い

う
５
年
生
の
子
ど
も
た
ち
の
声
が
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　

交
流
会
の
内
容
は
子
ど
も
た
ち
が

考
え
て
く
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、「
世

界
に
一
つ
だ
け
の
花
」「
ス
マ
イ
ル

ア
ゲ
イ
ン
」
の
歌
と
手
話
を
披
露
。

一
緒
に
口
ず
さ
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

次
は
、「
か
る
た
」
や
「
福
笑
い
」

な
ど
昔
の
遊
び
を
一
緒
に
体
験
。
福

笑
い
で
は
、
見
事
な
顔
が
で
き
一
緒

に
大
笑
い
を
し
て
い
る
姿
が
と
て
も

微
笑
ま
し
く
見
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
５
年
生
に
よ
る
〝
よ
さ

こ
い
〞
の
披
露
で
す
。「
ぜ
ひ
、
こ

の
迫
力
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
子
ど
も
た
ち
の
思
い
で
、
寒
い

体
育
館
で
し
た
が
一
生
懸
命
踊
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
方
々
も
感
激
さ
れ
て
い
ま
し

た
。「
楽
し
か
っ
た
、あ
り
が
と
う
！
」

と
笑
顔
で
心
の
ふ
れ
合
い
が
締
め
く

く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
ケ
ナ
フ
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
率
が
他

の
植
物
よ
り
多
い
為
、
温
暖
化
防
止

に
役
立
っ
て
い
る
ア
オ
イ
科
の
植
物

で
す
。
ま
た
紙
を
作
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
、
木
の
伐
採
を
減
ら
し
森
林

を
守
り
ま
す
。
今
年
度
、
４
年
生
の

総
合
学
習
テ
ー
マ
は
『
環
境
』
で
す
。

そ
こ
で
様
々
な
用
途
に
使
わ
れ
る
ケ

ナ
フ
を
育
て
ハ
ガ
キ
を
作
る
事
で
植

物
資
源
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。

　

６
月
、
一
人
一
本
ず
つ
グ
ラ
ウ
ン

ド
脇
に
植
樹
し
た
苗
は
た
っ
た
５
セ

ン
チ
で
し
た
。
育
て
る
過
程
で
一
番

苦
労
し
た
の
は
水
や
り
。
子
ど
も
た

ち
は
夏
休
み
中
も
欠
か
さ
ず
交
替
で

頑
張
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
か
11
月
の
刈
り
取
り
時
に
は

４
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ほ
ど
立
派
に

成
長
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
締
め
く
く
り
の
『
紙
す

き
』
で
す
。
紙
を
す
く
工
程
は
見
た

目
簡
単
で
す
が
、
見
る
と
や
る
と
で

は
大
違
い
。指
の
跡
が
付
い
た
も
の
、

厚
さ
が
ま
ち
ま
ち
な
も
の
、
形
が
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
な
ど
手
づ
く
り
な
ら

で
は
の
ハ
ガ
キ
が
完
成
で
す
。「
紙

す
き
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
難
し

か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」「
環
境

に
つ
い
て
も
っ
と
調
べ
た
く
な
り
ま

し
た
」「
こ
の
ハ
ガ
キ
を
使
っ
て
お

じ
い
ち
ゃ
ん
に
手
紙
を
書
き
ま
す
」

と
皆
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

植
樹
か
ら
紙
す
き
ま
で
の
工
程
は

東
北
電
力
㈱
東
新
潟
火
力
発
電
所
、

東
北
緑
化
環
境
保
全
㈱
の
方
々
か
ら

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
紙
す
き
』
の
ポ
イ
ン
ト
を
子
ど
も

た
ち
に
指
導
さ
れ
た
東
北
緑
化
環
境

保
全
㈱
の
長
谷
川
さ
ん
は
、「
ケ
ナ

フ
は
雑
草
で
す
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
形

を
変
え
る
事
が
出
来
ま
す
。
皆
さ
ん

は
こ
の
体
験
を
生
か
し
、
も
っ
と
環

境
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

心
の
ふ
れ
合
い

 ―
  

町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

利
用
者
と
山
小
5
年
生 ―

社 会 福 祉
協 議 会

●
覚
え
ま
し
ょ
う

覚
え
ま
し
ょ
う

●●
覚
え
ま
し
ょ
う

覚
え
ま
し
ょ
う

山　倉

小学校

環
境
に
つ
い
て
考
え
よ
う

〜 

ケ
ナ
フ
で
ハ
ガ
キ
を
作
っ
た
よ 
〜

●12／4（月）●

●12／7（木）●

手話ありがとうご苦労さま元気よろしくお願いします

●12／17（日）●
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す
く
す
く
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ん
ぼ
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
が

行
わ
れ
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
45
組
の
保
護

者
と
お
子
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
み
ん
な
の
大
好
き
な
ダ
ン
ス
。

そ
し
て
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
車
に
乗
っ
て
お
母
さ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
、
王
子
様
、
お
姫

様
に
な
っ
た
か
の
よ
う
。
み
ん
な
大
喜
び
で
し
た
。
保

護
者
の
皆
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み
気
分

転
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

い
よ
い
よ
サ
ン
タ
さ
ん
の
登
場
！
鈴
の
音
が
聞
こ
え
、

サ
ン
タ
さ
ん
が
部
屋
に
入
っ
て
く
る
と
、
今
ま
で
ザ
ワ

ザ
ワ
し
て
い
た
の
に
シ
ー
ン
と
し
て
注
目
。
口
を
開
け

て
ポ
カ
ン
と
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、
と
て
も

か
わ
い
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

サ
ン
タ
さ
ん
に
は
、
一
人
ひ
と
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
い
ま
し
た
。
中

身
は
、
手
作
り
の

紙
パ
ッ
ク
で
作
っ

た
は
ね
る
動
物
。

早
速
開
け
て
思
い

思
い
に
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
来
年
も

来
て
ね
！

　

聖
籠
中
学
校
３
年
生
に
よ
る
お
や
つ
作
り
が
、
亀
代
こ

ど
も
園
の
５
歳
児
を
招
待
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
家
庭
科
の

授
業
の
一
環
で
、
授
業
だ
け
で
な
く
実
際
に
幼
児
と
か
か

わ
り
、
ど
の
よ
う
に
食
べ
る
の
か
、
ど
れ
位
の
量
を
食
べ

る
の
か
、
指
の
動
き
な
ど
実
際
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
の

こ
と
で
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

栄
養
、
食
べ
や
す
さ
、
30
分
く
ら
い
で
作
れ
る
な
ど
条

件
に
あ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
ま
し
た
。
モ

ン
ブ
ラ
ン
、
オ
ム
レ
ツ
ケ
ー
キ
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
、
パ
ン

ケ
ー
キ
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
作
っ
て
い
ま
し

た
。
実
際
に
、
試
作
を
し
て
か
ら
だ
っ
た
の
か
全
体
的
に

手
際
が
よ
か
っ
た
で
す
。
園
児
は
、
混
ぜ
た
り
運
ん
だ
り

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
焼
い
て
い
る
時
間
は
、
火
に

近
づ
け
な
い
の
で
手
の
空
い
て
い
る
中
学
生
は
、
園
児
と

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
一
緒
に
食

べ
た
お
や
つ
に
園
児

た
ち
は
、「
お
い
し

い
！
」
を
連
発
。
中

学
生
も
「
試
作
よ
り

上
手
に
出
来
ま
し

た
」
と
み
ん
な
が
自

身
た
っ
ぷ
り
で
し

た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
待
ち
切
れ
な
い
園

児
た
ち
の
た
め
に
サ
ン
タ
さ
ん
と
ト
ナ
カ
イ
さ
ん
が
園

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

遠
い
国
か
ら
サ
ン
タ
さ
ん
を
連
れ
て
来
て
く
れ
た
の

は
、
聖
籠
町
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
で
す
。
会
場
は

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
ツ
リ
ー
と
手
づ
く
り
リ
ー
ス
に
飾
ら
れ

ム
ー
ド
満
点
。
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
両
手
に
抱
え
た

園
児
た
ち
は
ど
の
顔
も
「
に
っ
こ
に
こ
」
で
す
。

　

今
回
は
、
自
宅
で
ピ
ア
ノ
教
室
を
開
い
て
お
ら
れ
る

宮
澤
さ
ん
（
網
代
浜
）
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行

わ
れ
生
の
音
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
マ
ー
チ
メ
ド
レ
ー
」
で
は
、
会
場

か
ら
自
然
に
手
拍
子
が
起
こ
り
曲
に
合
わ
せ
歌
い
始
め

る
園
児
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
開
け
る
の
が
楽
し
み
」「
知
っ
て
い

る
曲
が
あ
っ
て
嬉

し
か
っ
た
」「
サ

ン
タ
さ
ん
、
次
は

お
う
ち
に
も
来
て

ね
」と
園
児
た
ち
。

一
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
を
み
ん
な
で

楽
し
み
ま
し
た
。

聖　籠

中学校

〝
お
い
し
か
っ
た
、

　
　

あ
り
が
と
う
〞

― 

幼
児
に
適
す
る
お
や
つ
作
り 

―

　

５
年
生
の
総
合
学
習
の
ひ
と
つ
ビ
ニ
ー
ル
水
田
で
の
も

ち
米
づ
く
り
も
４
月
の
田
打
ち
、
５
月
の
田
植
え
、
草
取

り
、
水
の
管
理
、
そ
し
て
10
月
の
刈
り
入
れ
を
経
て
い
よ

い
よ
大
詰
め
を
迎
え
ま
す
。
２
組
は
、
そ
の
集
大
成
と
も

い
え
る
収
穫
感
謝
祭
を
12
月
5
日
（
火
）
に
計
画
し
、
お

手
伝
い
い
た
だ
い
た
方
々
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

苗
を
提
供
し
精
米
の
際
も
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
宮
下
聡

さ
ん
（
次
第
浜
）
は
「
農
業
は
大
変
で
す
。
し
か
し
辛
い

と
思
わ
ず
、
自
分
で
食
べ
る
も
の
は
自
分
で
つ
く
る
楽
し

み
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
育
て
た
も
ち
米
を
使
い
、
お
客
様
を
交
え

な
が
ら
い
た
だ
く
お
は
ぎ
は
格
別
の
味
。「
み
ん
な
で
作
っ

た
お
は
ぎ
は
最
高
。
も
ち
米
が
美
味
し
い
と
初
め
て
感
じ

た
」「
田
植
え
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
教
え
て
も

ら
い
嬉
し
か
っ
た
」「
農
業
は
素
晴
ら
し
い
仕
事
。
農
家

の
ご
苦
労
が
よ
く
わ

か
っ
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ

に
学
習
の
成
果
を
発
表

し
た
子
ど
も
た
ち
は
感

謝
の
言
葉
も
忘
れ
ま
せ

ん
。
収
穫
の
喜
び
を
み

ん
な
で
味
わ
っ
た
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

亀　代

小学校

皆
で
育
て
皆
で
作
る

手
づ
く
り
お
は
ぎ
は
最
高
！

―
5
年
生 

収
穫
感
謝
祭
―

●12／5（火）●●12／12（火）●

　

蓮
潟
こ
ど
も
園
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
最
初
は
、
毎
年
恒
例
の
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
５
歳
児
全
員
が
一
人
ひ
と
り

キ
ャ
ン
ド
ル
を
持
ち
ま
し
た
。
暗
く
さ
れ
た
遊
戯
室
に

と
て
も
き
れ
い
な
灯
り
が
と
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
先
生
方
に
よ
る
〝
て
ぶ
く
ろ
〞
の
劇
。
い
つ

も
の
見
慣
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
が
出
演
す
る
の
で
、

園
児
た
ち
は
楽
し
そ
う
で
し
た
。
そ
の
後
、
司
会
の
副

園
長
先
生
の
携
帯
電
話
に
誰
か
ら
か
電
話
？
「
え
っ
？

サ
ン
タ
さ
ん
？
」
さ
す
が
時
代
の
流
れ
に
の
っ
て
い
ま

す
ね
。
そ
れ
か
ら
数
分
後
に
サ
ン
タ
さ
ん
が
到
着
。

　

大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
抱
え
て
き
た
サ
ン
タ
に
園
児

は
興
奮
ぎ
み
。
サ
ン
タ
さ
ん
へ
の
質
問
の
中
の
一
つ
に

「
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
す
か
？
」
に
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
！

ア
ン
ダ
ス
タ
ン
ド
？
」
と
流
暢
な
英
語
に
「
え
っ
何
？

ハ
ッ
ピ
ー
セ
ッ

ト
？
」
と
無
邪
気

な
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
、
サ
ン
タ
さ

ん
か
ら
一
人
ひ
と

り
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
い
ま
し

た
。

　

蓮
野
こ
ど
も
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
ス
タ
ー
ト
は
年

長
組
に
よ
る
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
キ
ャ
ン
ド

ル
を
持
つ
年
長
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
た
面
持

ち
。
そ
れ
を
見
つ
め
る
年
中
、
年
少
さ
ん
は
、
い
つ
に

な
い
お
ご
そ
か
な
雰
囲
気
を
感
じ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
気

分
が
高
ま
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
の
サ
ン
タ
さ
ん
が
到
着
。
こ

の
日
は
ト
ナ
カ
イ
さ
ん
も
一
緒
で
す
。
待
ち
わ
び
た
サ

ン
タ
さ
ん
の
登
場
に
、
園
児
た
ち
は
大
興
奮
！
年
長
さ

ん
か
ら
は
、
サ
ン
タ
さ
ん
と
ト
ナ
カ
イ
さ
ん
に
楽
し
い

質
問
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
。「
ど
こ
に
住
ん
で
い
る

の
？
」「
ど
う
し
て
赤
い
服
を
着
て
い
る
の
？
」
な
ど
、

純
粋
で
鋭
い
？
質
問
に
も
サ
ン
タ
さ
ん
は
き
ち
ん
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
サ
ン
タ
さ
ん
と
ト
ナ
カ
イ
さ
ん
か
ら
、
園

児
一
人
ひ
と
り
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
手
渡
し
さ
れ

ま
し
た
。

　

満
足
そ
う
な
笑
顔
に

サ
ン
タ
さ
ん
、
ト
ナ
カ

イ
さ
ん
、
先
生
方
も

に
っ
こ
り
で
す
。
来
年

も
き
っ
と
こ
ど
も
園
に

来
て
ね
。
み
ん
な
良
い

子
で
待
っ
て
い
ま
す
！

蓮　野

こども園

ど
き
ど
き

　

わ
く
わ
く
の

ク
リ
ス
マ
ス
会

●12／15（金）●

蓮　潟

こども園

よ
う
こ
そ
！

サ
ン
タ
さ
ん

●12／15（金）●

亀　代

こども園

サ
ン
タ
が

園
に
や
っ
て
き
た
！

●12／15（金）●

聖　籠

こども園

す
く
す
く
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ん
ぼ

サ
ン
タ
さ
ん

プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う

●12／21（木）●

楽しかったよ！ クリスマス会こ ど も 園
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旧
豊
栄
市
ご
出
身
の
土
門
さ
ん
が

聖
籠
町
に
居
を
構
え
た
の
は
１
年
半

前
の
こ
と
で
す
。
高
校
時
代
の
お
友

達
が
こ
の
地
に
多
く
い
ら
し
た
こ
と

や
、
お
母
様
の
ご
実
家
が
藤
寄
と
い

う
縁
が
あ
っ
た
為
、
何
の
不
安
も
な

く
毎
日
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

出
産
後
、
無
我
夢
中
だ
っ
た
育
児

か
ら
よ
う
や
く
『
ゆ
と
り
』
が
出
て

き
た
と
お
っ
し
ゃ
る
土
門
さ
ん
。
そ

し
て
「
近
所
に
は
相
談
に
の
っ
て
く

だ
さ
る
方
や
同
年
代
の
マ
マ
さ
ん
も

多
く
、
地
域
の
方
々
に
恵
ま
れ
て
あ

り
が
た
い
で
す
」と
感
謝
の
言
葉
も
。

ま
た
ご
主
人
が
食
事
の
サ
ポ
ー
ト
や

夜
、
梨
子
ち
ゃ
ん
を
寝
か
し
つ
け
て

く
れ
る
た
め
、
と
て
も
助
か
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

土
門
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
た
梨
子

ち
ゃ
ん
は
ニ
コ
ニ
コ
。
両
手
の
指
を

動
か
す
そ
の
仕
草
は
何
で
も
つ
か
ん

で
み
た
い
好
奇
心
旺
盛
な
一
面
が
見

ら
れ
ま
す
。
大
好
き
な
も
の
は
じ
ゃ

が
い
も
と
お
風
呂
。
特
に
お
風
呂
は

浴
槽
に
入
る
と
い
つ
の
間
に
か
ス
ヤ

ス
ヤ
と
眠
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
と
か
。

今
は
腹
ば
い
に
な
る
と
後
退
す
る

〝
逆
は
い
は
い
〞
を
マ
ス
タ
ー
。
活

発
に
動
く
た
め
目
が
離
せ
な
く
な
っ

て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
聖
籠
町
は
子
ど
も
を
育
て
る
に

は
と
て
も
良
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
自
宅
か
ら
小
学
校
ま
で
は
歩
く

に
は
遠
す
ぎ
る
距
離
。
登
下
校
の
不

安
が
な
く
な
る
よ
う
、
学
年
に
関
係

な
く
バ
ス
が
利
用
出
来
る
と
い
い
の

で
す
が
…
」
と
梨
子
ち
ゃ
ん
の
近
い

将
来
も
し
っ
か
り
考
え
て
お
ら
れ
る

土
門
さ
ん
で
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

マ
マ
さ
ん
に

マ
マ
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
！

お
聞
き
し
ま
し
た
！

〜
12
月
の
乳
児
健
診
会
場
に
て
〜

町の宝
で～す
12 月の

乳児健診から

細貝　妃
き

咲
さき

ちゃん

磯部　勇
ゆうすけ

介ちゃん

田中龍
りゅうのすけ

之介ちゃん

渡辺　海
かい

翔
と

ちゃん

大内　陸
りく

汰
た

ちゃん

田中　憲
けんしん

臣ちゃん

高口　漣
れんじ

司ちゃん

元気に育ってね！

　この写真は保健福祉センター
で行われている乳児健診会場で
４か月健診対象乳児を撮影して
います。

　　　　　投稿するときは濃
　　　　い鉛筆かペンで書い
　　　てください。（薄いもの
　　は掲載できません）名
　前は必ず書いてください。
（ペンネーム希望の場合は名前
の横にペンネーム『○○○』と
書いてください）
　１か月に１人１枚だけ受け付
けます。

イ
ラ
ス
ト
自
慢

渡辺彩乃さん 10歳 川さん 9歳 ブタ♥さん 8歳

じろきちさん 11歳 青学さん 12歳 2月6日さん 13歳

小野太樹さん 6歳 かなでさん 3歳

パズルさん 15歳 玉子さん 16歳

伊藤あゆみさん 7歳

KITTY♥さん 13歳

ぼくドラさん 11歳

しげPさん 14歳

スティッチさん 11歳

土門 由
ゆ か

香さん
（藤寄）

梨
り こ

子ちゃん
（７か月）

町　
民

ホー
ムベ
ース
から

みら
いの

たねみら
いの

たね

せい

ろう
共育
ひろば

平成19年

説明会
と　き：平成19年２月27日（火）　10：30～
ところ：聖籠中学校　地域交流棟町民ホームベース
内　容：①10：30～　　どんぐりたい活動説明

　　　　②11：00～　　坂口教育長と聖籠の子どもを語ろう！
コーヒーを飲みながら気軽にしゃべり場!!

お問い合わせ先
町民ホームベース みらいのたね どんぐりたい ☎27‒7085（月～金 8：30～16：30）

　　　（管理ボランティア）

どんぐりたいどんぐりたい募集！募集！どんぐりたいどんぐりたい募集！募集！

＜どんぐりたい活動内容＞
　●みらいのたね（学校支援ボランティア）のお手伝い
　●生徒とのふれあい
　●自分がやりたいこと何でも、自由に…
＜条件＞
　●年齢、性別は問いません
　●少々の手当てがでます
　●１回４時間程度

季節の

移り変わりを

演出

みらいのたねJ5.の

活動のお手伝い
（料理・校内美化など）

野の花サークル

校内を

花いっぱいに
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１
月
22
日
（
月
）、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
の
中
野
社
長
、
鈴
木
監
督

と
新
加
入
の
コ
ー
チ
と
選
手
が
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
聖
籠
町
を
表
敬
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
、中
野
社
長
は「
今
年
、

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
ま

た
鈴
木
監
督
は「
目
標
は
優
勝
を
含

め
て
７
位
以
内
と
し
、
新
し
い
チ
ー

ム
で
目
標
に
向
か
っ
て
行
き
た
い
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
町
長

か
ら
は「
昨
年
は
14
位
と
い
う
結
果

で
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
応
援

し
て
い
ま
す
の
で
今
年
は
大
い
に
奮

起
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
１
に
昇
格
し
て
４
年
目
。
鈴
木

淳
監
督
が
就
任
し
て
２
年
目
を
迎
え

る
今
シ
ー
ズ
ン
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
の

「
も
っ
と
が
ん
ば
れ
、
も
っ
と
闘
え
」

と
い
う
声
を
感
じ
、「
闘
え
新
潟
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
が
ピ
ッ
チ
で
全
力
を
尽
く
し

て
闘
う
だ
け
で
な
く
、
フ
ロ
ン
ト
も

含
め
た
ク
ラ
ブ
全
体
で
あ
ら
ゆ
る
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
皆
さ
ん
、

「
闘
え
新
潟
！
」
を
胸
に
闘
志
あ
ふ

れ
る
プ
レ
ー
で
新
潟
を
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
応
援
し
ま
し
ょ

う
。

鈴木監督、鈴木監督、
新加入コーチ・選手来町！新加入コーチ・選手来町！
鈴木監督、鈴木監督、
新加入コーチ・選手来町！新加入コーチ・選手来町！

鈴
木
監
督
、

新
加
入
コ
ー
チ・選
手
紹
介

（　

）
内
は
前
所
属
チ
ー
ム

　

町
へ
訪
問
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

坂
さか

本
もと

 將
まさ

貴
たか

選手（MF）
（ジェフユナイテッド市　原 ）

　

90
分
間
全
力
で
戦
う
姿
勢
を
見
せ
ら

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
練
習
で
も

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
行
け
る
存
在
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

深
ふか

井
い

 正
まさ

樹
き

選手（FW）
（ 鹿　島
アントラーズ）

　

全
力
で
プ
レ
ー
し
て
少
し
で
も
上
に

行
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

デービットソン
純
じゅん

マーカス
選手（MF）
（ 大　宮
アルディージャ）

　

チ
ー
ム
内
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
と
一
丸
に
な
っ
て
一
年

間
戦
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

黒
くろ

崎
さき

 久
ひさ

志
し

コーチ
（ 鹿島アントラーズ
ユースチームコーチ）

　

６
年
ぶ
り
に
新
潟
に
復
帰
し
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
ピ
ッ
チ
や
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
に
感
激
し
ま
し
た
。
あ
と
は
結
果

を
出
す
だ
け
で
す
。

千
ち

代
よ

反
たん

田
だ

 充
みつる

選手（DF）
（アビスパ福　岡 ）

　

何
と
か
チ
ー
ム
の
力
に
な
っ
て
い
い

結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
と
一

緒
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴
すず

木
き

　淳
じゅん

 監督
（就任２年目）

　

聖
籠
町
に
は
練
習
場
な
ど
で
協
力
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
同
様
、
攻
守
に
全
力
を
尽
く
し
て

上
位
に
食
い
込
ん
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

石
いし

井
い

 知
とも

幸
ゆき

ヘッドコーチ
（ジュビロ磐田コーチ ）

　

素
晴
ら
し
い
、
あ
た
た
か
い
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
戦
え
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

町役場正面玄関で歓迎


